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Altium Designerの最新版winter 09に移行するメリット

アルティウムの次世代のエレクトニ

クス製品設計環境であるwinter 
09により、全ての設計者は、次世

代のインテリジェントなエレクトニク

ス製品を容易に市場に投入する

ことが可能になりました。

それは次世代の3D基板設計環

境の新しい世界です。

最新版は、ハードウェア側では、設

計から製造に移行する際に必要と

なる様々なファイルと設計データ

をすべて生成、照合および配布す

るという課題に対応しました。

ソフトウェア側では、基本的なハー

ドウェアプラットフォームを使ってビ

ルドし、それ用の低レベルコードを

記述する課題に対応しています。

また、設計者が現在直面している設計ニーズと課題に重点を置くソ 
リューションも備えています。

アルティウム製品のユーザは、次世代の設計ソリューションは過去の

設計手法を捨て去り、その上で設計者が過去および現在の設計に

対する投資を再利用しつつ進化するエレクトロニクス製品環境を考

慮した設計を行う新しい方法を提供することを既に理解しています。

アルティウムの統一設計環境は、革新的な設計開発に対するこの

ような障壁を取り除く次世代のデザイン機能を導入しています。

Altium Designer makes this real with: 

•  A single design process 

•  A single coherent model of the design 

•  A single design application 

•  A single design data store  

In short, this latest release of Altium Designer lets 

electronics designers turn their ideas into working 

applications faster than ever before, turn their 

applications into finished design faster than ever 

before, and package and distribute their finished 

designs to manufacture faster and easier than  

ever before. 
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Significance for board designers 

最新版では、 設計リリース処理に関連する基板設計者が直面する

困難な問題を取り除きます。 基板設計者は、 各データセットを設

定、 生成し、 それを的確な形式に合わせ、 リリースまたは生産工

程に関わる全員が必要とする異なるデータを手作業で注意深くまと

め上げる必要はなくなります。

Altium Designer の最新版は、設計者が 「すべて揃っている箱 (all 
in the box)」 を作るのに必要なインフラとデータ管理機能をすべて

備えています。

基板設計者は、 多くのパワフルなツールにより高密度で高速な

PCB に対応でき、 様々な要求に答えられる 3D 設計環境を最適

化することもできます。

ソフトウェアに詳しいボードレベル設計者は、プラグ & プレイソフトウェ

アプラットフォームビルダをうまく利用し、 現在多くのハードウェアエ

ンジニアの障壁であるハードウェアドライバコードを書く経験が無くて

もハードウェアプラットフォームでアプリケーションを開発できます。

一旦ハードウェアプラットフォームが決まれば、 このプラットフォーム

で必要なソフトウェア機能をドラッグ & ドロップするだけです。 基礎と

なるハードウェアを生かすためにテストやエンドアプリケーションを書

くのに必要なのは、 一般的な C プログラミングのスキルのみです。

ハードウェア設計者は現在の設計スキルをソフトウェアアプリケー

ションの領域に拡張し、 より高レベルな価値を製品開発プロセス全

体に付加することができます。

Winter 09 release
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ハードウェアに精通した組込みソフト開発者の重要性

Winter 09 を Altium のデスクトップ NanoBoard リコンフィギュアラ

ブルハードウェア開発プラットフォームに接続することにより、 Altium 
Designer は、 迅速なコンセプト探索とラピッドプロトタイピングに対し

て最もフレキシブルな環境となります。

この新しいプラグ & プレイソフトウェアプラットフォームビルダは、 世

界初であり、 最新のリリースは Altium Designer ではじめてエレクト

ロニクス設計者に高度なコンセプトを提供します。 ハードウェアに対

応する、 あるいはインターネット接続のような一般的な機能を実装

するために低レベルコードを書くことから解放されることによって、 組

込みソフトの開発者は、 アプリケーション開発の核心部にそのまま

入り、 設計の真の差別化に焦点を当てることが可能となります。 基

礎となるハードウェアの深い理解がなくても、 あるいはハードウェア

設計の経験がなくても、 NanoBoard プラットフォームで利用できる

幅広いすべての機能を使用できます。
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機能概要 

Altium Designer の Winter 09 リリースでは、 Altium Designer 環境

へのコンポーネントサプライヤ情報の直接的なリンクをはじめて実現

しました。 設計者は、 Altium Designer から直接オンラインサプライ

ヤデータベースを検索し、 ライブラリの部品を適合サプライヤアイテ

ムとリンクし、 設計から製造プロセスを通じてこの情報を保持するこ

とができます。

ワールドワイドな部品サプライヤである Digi-Key がサポートされる最

初のサプライヤになります。 今後、 その他のサプライヤも追加され

る予定です。

このライブリンク機能は、 より幅広い設計リリース管理コンセプトに含

まれるため、 設計者はコンポーネントを選ぶ際にコストや入手性と

いった重要な情報を考慮できるようになります。 これまではこの作業

は調達部門に委ねられることが多く、 また設計が基本的に完了した

後で実施されていました。 そのため入手できない部品があると、 リ

リーススケジュールが大幅に遅れたり、 大きな設計変更につながる

可能性があります。

サプライヤデータベースへのライブリンクと、 オンラインサーバーへ

の直接的なパブリッシュ機能を組み合わせることにより、 設計者はリ

アルタイムで見積りサービスや発注サービスにアクセスできるように

なります。 設計者はもう内部システムでパーツリストを再作成 （およ

び苦労してメンテナンス） する必要はありません。

主なメリット

コンポーネントの選択は、 製品の製造コスト、 生産時間、 信頼性、

そして長期の保守性に大きな影響を及ぼす可能性があります。 こ

の機能により、 設計者は設計の際にコンポーネントに関するすべて

の重要な情報を自分の手元に置けるようになります。 設計者は設

計プロセス時に部品の選択について適宜決定を行うことができます。

これにより、 設計者は、 調達の難しい部品が原因で生じる好ましく

ない 「サプライズ」 や設計プロセスにおける遅延を回避できるように

なります。 これからはこの種の品目はプロジェクトの初期の段階で調

達できるようになります。 さらに、 設計者は設計を仕上げる前に代

替の部品を選ぶことができます。 サプライヤデータベースへのライ

ブリンクにより、企業はプロジェクトを予定通りに、予算内で製品化し、

リリースプロセス全体の合理化を図ることができます。

コンポーネントサプライヤデータベースへのライブリンク
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機能概要 

問題を解決する最善の方法は初期の段階で、 それが問題になる

のを防止することです。 Altium Designer の Winter 09 リリースは、

PCB 製造に影響を及ぼす、 また不要な再設計の原因となるミスを

防止する新しい設計ルールを導入しています。 これらの新しいルー

ルは、 現在の包括的な Altium Designer ルールシステムを拡張し

ます。 また、 不注意なネットアンテナや、 シルクスクリーンテキスト

が重複するコンポーネントパッドなどこれまでは通常 PCB 設計の完

了後にメーカーによってチェックされていたエラーを修正できます。

このようなエラーは、 設計時にリアルタイムに発見され、 基板が製

造工程へ移行する前に修正できます。

主なメリット

これまでは設計段階で小さな製造の問題を検出するという作業に

は、 通常、 鋭い観察眼と広範な PCB 設計の経験が必要でした。

しかし、 基板設計は PCB のスペシャリストではなく、 システム設計

技術者やハードウェア設計技術者によって行われることもよくありま

す。 設計時間の延長や不要な再設計をなくすために、 アルティウ

ムの次世代設計システムでは、 経験の少ない PCB 設計者を支援

し、 プロフェッショナルレベルの基板の作成を可能にします。 すでに

当社の 3D PCB ビジュアライゼーション技術により、 基板設計はより

直感的なプロセスになっています。 製造に的を絞ったこれらの新し

いルールにより、 設計と製造間の工程が合理化され、 設計者の技

術レベルを問わず PCB 設計者の生産性が向上します。

リアルタイムの製造ルールチェック
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機能概要 

経験豊かな基板設計者とまだ経験の乏しい基板設計者にとって、

Altium Designer 内での完全な 3D PCB 設計環境の実現は、 数

多くの次世代設計の可能性を切り開くものでした。 まず、 基板設計

者は自身が設計している対象のリアルなビューを表示し、 予測だけ

ではなくデータをベースにして、 設計および製造上の判断を行うこ

とができます。

設計者は、 より直感的な作業を行い、 メカニカル CAD 情報を直

接 PCB 設計空間内に取り入れることができます。 これにより、 真の

エレクトロニクスとメカニカルの共同設計を実現できます。

Winter 09 は summer 08 に導入した画期的な機能を

拡張し、 3D PCB 設計をなおいっそう高いレベルに押し

上げます。

3D グラフィックと処理能力の強化とともに、 アルティウムでは 3D 
PCB グラフィックシステムを改善し、 より少ないメモリでより高速な

実行を実現しています。 一部のシステムでは最大 7 倍の高速化を

達成しています。

その他の改善点。 2D 描画では最大約 3 倍、 2D 透過表示では

11 倍以上高速化され、 ハイライト表示とマスキングは 9 倍以上、

そして 3D 回転は最大約 5 倍高速化されます。

3D PCB 設計のパワーを最も費用効率の高い方法で十分に引き出

せるように、新しいリリースには、一般に使用されている PC グラフィッ

クカードのベンチマークの広範な結果リストが含まれています。 設

計者は、 Altium Designer および現在すぐに利用できるコンピュー

タハードウェアを最大限生かすことができます。

主なメリット 

PCB 設計は極めて時間集約的です。 さらに、 最小のエラーでも基

板全体がスクラップの山に帰することになります。 PCB 設計には時

間とお金がかかります。 エンジニアが自身のスキルをさらに PCB 設

計チェーンにまで広げてくると、 基板レイアウトと編集はできる限り直

感的で自動化されていることが重要になります。 そのため再設計が

不必要になりスクラップの山を避けることができます。

3D PCB グラフィックエンジンの最適化は特に重要です。 これにより、

すばらしい成果を達成するのに必要なハードウェア要件を下げること

ができ、 システム全体の応答性の向上と快適な操作によって、 GUI
の遅延による設計時のフラストレーションをなくすことができます。

設計者が PCB 設計経験でこれ以上よい結果は得られないと考える

ときこそまさに最適化がその結果に寄与しているのです !

3D PCBグラフィックエンジンの性能向上
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機能概要 

インタラクティブ配線は、 基板設計者にとってただ 1 つの、 最も時

間を要する作業です。Altium Designer の Winter 09 リリースには、

配線におけるユーザ経験と生産性を向上させるための一連の機能

強化が含まれています。

summer 08 に導入したインタラクティブ配線エンジンは、 差動ペア

信号とバスの配線 （1 回のアクションで複数の関連トレースを配線）

を包含するように拡張されました。 これらの配線モードは新しい配

線エンジンのすべての機能を使います。 例えば、 既存オブジェク

トを自動的に回り込む 「ウォークアラウンド」 機能、 既存のトレース

に新しいトレースを 「追従」 させる機能、 既存のオブジェクト （ビア

を含む） の押しのけ、 および、 インテリジェントなトレースの自動完

了などがあります。 新しいモードは新しいエンジンのスピードとスムー

ズさも継承しています。

また、 設計者は、 インタラクティブ配線中に差動ペアとシングルエ

ンドの信号の両方で、 素早くピンをスワップできるようになりました。

これは、 特に FPGA デバイスで有効で、 特定の信号を一連のピン

に関連付けていくことが可能になります。 また、 アルティウムは、 イ

ンタラクティブ配線エンジンを使って自動的に障害物に対処するこ

とにより、 システムが既存のトレースのドラッグを処理する方法を改

良しました。

主なメリット

配線機能は、 PCB 設計システムを特徴付ける重要な機能の 1 つ

です。 設計者はトレースの配線に多くの時間を費やします。 このた

めインタラクティブ配線システムの操作性と生産性の向上は、 シス

テム全体をよりよく機能させ、 当社のすべてのユーザの設計経験

をよりよいものにします。 この機能は、 配線を直感的で高度に自動

化されたものにすることによって経験のない設計者を支援します。

また、 パフォーマンスと優れた精度によって経験豊かな設計者をも

満足させます。

新しいインタラクティブ配線機能
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機能概要 

設計時に PCB だけがコンピュータ内でモデルとして存在します。 こ

のモデルは、 Altium Designer が登場するまで、 フラットな 2D レ

イヤ表示として設計者に提供されていました。 当社は、 Altium 
Designer 6 で PCB モデルを 3 次元に拡張し、 PCB 設計の画期的

な変更を行いました。 設計者は、 自分が設計している対象をリアル

な 3D レンダリングとしてリアルタイムに表示できるようになりました。

当社では引き続き Winter 09 リリースでも、 2 次元と 3 次元の両

方でモデルの精度を向上させています。3Dモデルのテクスチャマッ

ピングをサポートするようになりました。 それにより、 設計者はリアル

な表面仕上げをコンポーネントと基板に加えることができます。また、

ビアごとにサイズの異なるパッドを異なる信号層で使用することを可

能にして、 ビアもエンハンスしました。 このいわゆるビアレイヤスタッ

クにより、 高密度なトレースのサポートが可能になります。 さらに、

コンポーネントパッドの穴をオフセットできる機能も導入しました。

これらの機能強化により、 Altium Designer によって作成される

PCB モデルの精度が向上し、 基板レイアウトとビジュアライゼーショ

ンに新たなオプションが加わります。

主なメリット

製造技術は絶えず向上し、 現実的に基板はより複雑にそしてより

密度が高いものになっています。 かつては難解とされていた技術が

今日の多くの設計者にとっては重要なものになってきています。 次

世代設計ソリューションとして Altium Designer は、 このような技術

の変化に対応していきます。

リアルタイムの 3D 基板設計技術の導入により、 設計者はこれまで

とは違う全く新しい方法で PCB 設計を見て、 それとインタラクティブ

が可能になりました。 この環境内の設計と関連する視覚的な要素

は、 エレクトリカル要素と同じくらい重要になっています。 エラーは

設計を 「見る」 だけで簡単に発見し修正できます。 そのため、 基

板モデルの開発をできる限りリアルにまた完全なものにすることが、

次世代設計には不可欠です。

強化されたPCBモデリング  
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機能概要 

FPGA などのプログラマブル

チップ内に機能が移行する

と、 従来のテスト機器では設

計者に設計対象の明確な実

態を示すことができません。

フィジカルプローブをチップ内

の回路に取り付けることは不

可能です。プログラマブルチッ

プ内の回路の可視化は、 「ソ

フト」 領域に機能を移行する

という課題の 1 つなのです。

アルティウムは、 LiveDesign 
のコンセプトおよび、 回路とと

もに FPGA の中に仮想計器

を組み込むというコンセプトを

開拓しました。 仮想計器は 
Altium Designer とやり取りし

ます。 これにより、 設計者は

チップ内で設計を 「ライブ」

に動作させ、 徹底的に調べ

ることができます。

最新リリースでは、 PC にもダウンロードしてインストールすることが

できる、 スタンドアローンのインスツルメントビューアを導入しました。

これにより、 誰でも、 設計内に組み込まれた仮想計器からデータ

を表示し、 それらのデバイスとやり取りができるようになります。 これ

により、 計器とインタラクティブするために、 Altium Designer をイ

ンストールする必要性はなくなります。 設計者は、サービス、保守、

および高度なサービス提供のための次世代製品の中にフィールド

アクセス可能な FPGA ベースのソフト機器を作成できます。

要するにこの考えは、 設計者は Altium Designer を使用して自身

の設計の中に標準またはカスタムの仮想計器を組み込んで、 ユー

ザとこれらの計器とのインタラクティブを可能にするソフトフロントパネ

ルを作成するということです。 製品出荷後、 誰でも新しいインスツ

ルメントビューアアプリケーションを使用して、 設計内に組み込まれ

たソフトフロントパネルにアクセスすることができます。

設計があるところには常にユーザインターフェースもあります。

主なメリット

仮想計器は、 すべての設計者が次世代設計手法にアクセスでき

るようにするために不可欠なものです。 この機能により、 プログラマ

ブルチップレベルの設計者は、 FPGA を装備する開発中の回路の

シミュレーションに多大な時間とエネルギーを費やす必要がなくなり

ます。仮想計器と NanoBoard プラットフォームにより、インタラクティ

ブ方式による回路の迅速なインプリメンテーションとテストが可能に

なり、 設計プロセスの迅速化が図れます。

ビューアアプリケーションにより、 設計者は仮想計器の使用を設計

段階以外にも広げて、 そのパワーを利用して組み込みのテスト機

器によって次世代製品を作成することができます。 これにより、 無

線技術やインターネットを使った設計の遠隔制御やテストの可能性

が開かれます。

FPGAベース仮想計器のフィールドコンソール 
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機能概要 

最新リリースは、 CADstar の PCB 設計とライブラリファイルの、

Altium Designer 設計変換ウィザードへのインポートをサポートして

います。 CADstar プロジェクトを Altium Designer 環境に簡単に移

動できるようになりました。

主なメリット 

アルティウムでは、 すべてのエレクトロニクス設計者が最高の設計

ツールにアクセスし、 次世代設計ソリューションにアクセスできなけ

ればならないと真剣に考えています。 Altium Designer の変換機

能の拡張により、 より多くの設計者が、 次世代の統一設計環境に

簡単に移行でき、 次世代のエレクトロニクス製品を開発するための

ソフト設計のパワーを探究、 利用できるようになります。 CADstar 
インポータは、 すでに可能な Allegro、 DX Designer、 OrCAD、
PADS、 P-CAD、 Protel 99SE 設計ファイルに加えて、 アルティウ

ムの変換対応を広げます。

図研のCADstarインポータ 
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設計リリースの管理

プロトタイプまたは生産のための設計をリリースするプロセスの管

理は、 製品開発プロセスにおける 1 つの重要な側面であり、 ま

た設計データ管理プロセス全体における 1 つの重要な部分です。

Altium Designer の Winter 09 リリースは、 このコンセプトを実現す

る最初の正式なモデリングを提供し、AltiumDesigner の旧バージョ

ンの機能を強化します。

設計リリースマネージャ (Design Release Manager) により、 設計者

はリリース時はもちろん、 それ以後も、 ソースデータを管理できる

ようになります。 設計リリースマネージャは、 リリース全体を通じて、

プロジェクトの履歴とその依存関係の明確なビジョンを提供します。

設計者は、 設計がリリースされた時期を確認し、 該当のポイントま

で戻り、 設計を取得、 修正、 依存関係を更新または修正したうえ

で再リリースすることができます。

Outjobs のエレクトリカルルールチェック (ERC) は、 コンパイルを実

行し、 PDF、 印刷、 Web 形式で発行可能なレポートを生成します。

各種エラーレベルはプロジェクトと Outjob で使用できます。

Output Job Web Publishers は、 設計出力の Web 発行を簡素

化して自動化することにより、 設計チーム内のコラボレーションを

強化します。 さらに、 Output Job Web Publishers は、 FTP、 S3、
WebDav などの Web ベースのメディアに Outjobs を発行できます。
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プラグ&プレイソフトウェアプラットフォームビルダによって、

指定されたペリフェラルが検出されるため、 設計者はそれ

らのペリフェラルを利用するためのソフトウェアモジュールを

「プラグイン」 できます。

アルティウムは、 Altium Designer の Winter 09 リリースで、 プ

ラグ & プレイで利用可能なソフトウェアプラットフォームビルダのコン

セプトを導入しています。設計者は、NanoBoard 上で設定したハー

ドウェア環境で実行するために、 ハードウェア上での実行に必要な

基本ソフトウェアプラットフォームを簡単に 「スナップ」 できます。

プラグ & プレイソフトウェアプラットフォームビルダによって、 指定さ

れたペリフェラルが検出されるため、 設計者はそれらのペリフェラ

ルを利用するためのソフトウェアモジュールを「プラグイン」できます。

このエレクトロニクス設計は、 商用ソフトウェアの世界におけるソフト

ウェア開発と同等のものです。 商用ソフトウェアの世界では、 あら

かじめ作成されたコードのブロック （以前のプロジェクトのために開

発されたものもある） をドラッグ & ドロップしてソフトウェアアプリケー

ションを作成します。

さまざまな素晴らしい機能と機能強化の詳細については、 
wiki.altium.com をご覧ください。

プラグ&プレイソフトウェアプラットフォームビルダ 
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